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研究の概要 

転倒せずに歩行するために、下肢の協調的な運動によって遊脚足部を制御することは重要である。

しかし、下肢の協調性が将来の転倒と関連するか、また歩行速度よりも転倒リスクを反映できるか

は不明であった。 

ベースライン時に高齢者の歩行中の下肢の協調性を評価し、その１年後、質問紙によって転倒の

有無を調査した。 

その結果、歩行速度は将来の転倒と関連しなかったが、協調性が将来の転倒を予測できることが

明らかになった。 

以上より、下肢の協調性は将来の転倒リスクを反映する有用な指標となる可能性が示唆された。 

対象者：地域在住高齢者 30名（そのうち質問紙に回答のあった 28名を対象） 

群分け：転倒群 12名（78.0 ± 4.7歳）と非転倒群 16名（73.8 ± 7.9歳） 

データ解析：三次元動作解析装置により歩行速度とセグメント角度を算出し、Uncontrolled manifold

解析によりセグメントの協調性指標を計算 

統計解析：ロジスティック回帰分析を実施 

従属変数は将来の転倒有無とし、独立変数として協調性指標や歩行速度を用いた。 

 


